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高鍋睦言認ii囲、／ 
▲新たに315人が大人の仲間入り

成
人
お
、
め
、
で
と
う

未
来
に
羽
ば
た
け
新
成
人

納
入
が
二
十
歳
の
出
発

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夢
や
希
望
に
胸
が
膨
ら
ん

で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
あ
な
た
が
た
一
人
ひ
と
り
の
行
動
や
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
社

会
に
対
し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
こ
う
い
っ

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
大
人
へ
の
第
一
歩
。

二
十
巌
の
門
出
を
祝
う
「
成
人
式
」
が
、

1
月
1
5
日
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

希
望
に
満
ち
た
若
者
た
ち
の
熱
気
に
つ

つ
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
、
昭
和
5
0

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
、
三
日
十

五
人
で
す
。
こ
の
日
は
真
新
し
い
ス
ー

ツ
や
振
り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
二
百
二
十
九
人
　
（
男
性
百
十
二
人
、

女
性
百
十
七
人
）
　
が
式
典
に
参
加
し
ま

した。式
典
で
は
、
高
山
町
長
や
来
賓
の
祝

辞
の
後
、
新
成
人
へ
の
記
念
品
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
新
成
人
を
代

表
し
て
殿
川
聡
美
さ
ん
　
（
虫
生
津
）
　
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
「
夫
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き

ま
す
」
と
二
十
巌
の
決
恵
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

式
典
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
は
」
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
中
学
時
代
の
恩
師
を
囲
ん
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
恩
師
や

級
友
と
な
ご
や
か
に
歓
談
し
な
が
ら
記

念
す
べ
き
は
た
ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た。

成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す

町
教
育
委
員
会
で
は
、
成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
、
記
念
品
　
（
メ

モ
リ
ー
ハ
ン
ク
）
　
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
成
人
式
の
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
ご
持

参
の
う
え
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



「なつかしいね。」友人との再会を喜ぶ、

若者の声があちらこちらでこだまする。
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阪鬼嬉石
井塚里橘
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開
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大
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久
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山
本
　
悠
加

四
書
晒

弱

国

森
　
　
静
香
　
　
和
田
智
恵
美

［
蘭
開
口

常
廣
あ
ず
さ

中
村
　
邦
彦

溝
口
ち
な
み

遠
賀
川

枝
吉
美
紗
子

上
三
垣
　
藍

谷
口
　
七
海

森
山
恵
梨
奈

吉
永
ゆ
め
か

竹
田
　
　
束

福
元
　
麻
美

小
田
　
環
希

川
口
　
健
太

本
田
理
香
子

矢
野
　
雄
典

岡
田
　
銀
平

豊
田
智
沙
翔

吉
田
　
知
美

妙
美

奈
濡

義
明

未
由

亮
一

雨
　
間

阿
部
ゆ
か
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末
永
　
尚
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谷
上
　
祐
輔
　
　
森
　
　
　
仁
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且
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智
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林
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沙
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彩
加

［
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野
　
元
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回
皿
H

［
回
国
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書
弼

誠
　
　
内
山
　
大
輔

晴
美
　
　
江
口
　
悠
太

珠
美
　
　
木
嶋
　
佑
実

優
太
　
　
仲
野
さ
や
か

石
松
　
智
行

川
崎
　
裔
文

嶋
田
早
也
花

長
谷
川
貴
康

山
下
　
高
広

吉
塚
え
り
か

胴

囲

池
田
百
合
子
　
　
松
本
　
瑠
奈

西
浦
勝
太
郎
　
　
藤
原
　
由
佳

村
田
友
加
里
　
　
山
田
　
亜
澄

吉
田
　
啓
貝

四
書
国

井
上
　
由
佳
　
　
添
田
　
秀
和

四
囲
閥

稲
毛
　
詩
織
　
　
完
山
　
富
容

吉
野
　
紗
世
　
　
古
野
　
里
佳

安
武
　
諒
乎
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心
機
一
転
！

彊
嬰
捜
旗
も
新
た
に

襲
町
渦
臨
酪
埋
け
葬

遠
賀
村
の
時
代
か
ら
四
十
年
余
り
に
わ
た
り
消
防

団
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
消
防
周
旋

が
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
町
内
の
浅
水

神
社
で
入
魂
式
を
終
え
、
出
初
式
で
初
披
露
。
こ
の

間
旗
を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
気
持
ち
新
た
に
再
出

発
で
す
。

窒
控
畳
語
賢

所
詣
詣
肺
・
桂
文
彦
独
演
客

1
月
1
4
日
に
遠
賀
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
、
遠
賀
町
新
春
寄
席
・

荏
文
珍
独
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
観
客
が
詰

め
か
け
、
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

文
珍
さ
ん
の
次
か
ら
次
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
面
白
い
落
語
に
、
場
内

か
ら
は
絶
え
ず
笑
い
が
あ
ふ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
大
喜
び
で
し
た
。

蔓

を

刻

む

葬

戸

尾
崎
地
区
の
石
松
万
別
さ
ん
方
の
裏
庭
に
共
同
井
目
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
井
戸
は
大
正
3
年
1
0
月
に
つ
く
ら
れ
た
共
同
井
戸
で
、
有
に
は
大

正
3
年
1
0
月
、
共
同
井
戸
と
掘
っ
て
あ
り
、
当
時
こ
の
井
戸
を
使
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
松
井
新
‥
有
松
祇
太
郎
、
平
野
喪
太
郎
と
い
っ

た
3
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
水
道
が
な
か
っ
た
当
時
は
、
こ

う
い
っ
た
共
同
井
目
を
掘
っ
て
、
地
域
住
民
の
水
を
確
保
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
件
声
は
今
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
3
0
年
ご
ろ
ま

で
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

当
時
こ
の
井
戸
を
使
っ
て
い
た
人
の
話
に
よ
る
と
、
「
こ
の
井
戸
を
使

用
し
て
い
た
の
は
平
野
さ
ん
と
松
井
さ
ん
と
私
の
所
の
3
軒
で
、
尾
崎

一
番
の
お
い
し
い
水
が
飲
め
て
当
時
評
判
で
し
た
。
井
目
の
深
さ
は
約

1
0
m
程
度
で
す
。
」
と
石
松
万
別
さ
ん
　
（
8
8
披
）

「
井
戸
掃
除
の
時
は
私
が
ロ
ー
プ
を
引
っ
裁
っ
て
、
溜
ま
っ
た
白
い
砂

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
水
は
良
か
水
で
し
た
。
飲
料
水
の
業
者
が
キ
ャ

ン
デ
ー
の
水
に
と
、
く
み
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」
と
平
野
虎
男
さ

ん
　
（
8
3
歳
）

大
正
時
代
の
面
影
を
残
す
こ
の
井
戸
は
、
遠
賀
町
の
歴
史
を
伝
え
る

姓
重
な
も
の
と
し
て
、
現
在
も
そ
の
形
を
残
し
て
い
ま
す
。
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少年少女駅伝競争大会

主催遠賀町体育協会

12月17日に遠賀総合運動公園周辺道路で、少年少女駅伝競争大会
が行われました。結果は次の通りです。（敬称略）

□男手の部①島門リトルシャ一夕A②潅木スポーツ少年団（動浅木
ジュニア

ロ女子の郎①広渡ジュニア
ロ各区間賞男子の部▽第1区＝高崎紋日▽第2区＝長縄憲治▽第3
iX．＝北井仁志▽第4区＝加藤良和▽第5区＝佐々木譲二▽第6区＝

演Iii航

□同女子の部▽第1医＝松本えりか▽第2区＝井上莱那美▽第31メ＿
＝中ili裕美子▽第4Iヌ＝宮下夕紀▽第5区二間崎美里▽第6区＝松

岡友美

公民館対抗ソフトバレーボール大会
1月21日に遠賀勤労者体育センターと町民体育館の2会場で、公

民館対抗ソフトハレーホール大会がおこなわれました。結果は次の
とおりです。

勤労者体育センター　1位＝田岡北　2位＝遠賀川
町民体育館1位＝田園南　2位＝芙蓉
（各会場ごとにI脚立を決定）

火災0をめ

きちの

わたし

新春を飾る遠賀郡四か町消防合

同出初式が1月15日、岡垣町民総

合グラウンドで行われました。こ

の日は、あいにくの小雨模様でし

たが、今年1年の災害ゼロの願い

を込めて、力強い勇姿を披露しま

した。

遠賀町消防団員84人も元気に参

加。年末年始、寒風吹きつける夜

に訓練してきたポンプ車操法を柴

田副団長以下12人の団員が力強く

披露しました。

主管遥賀町少年スポーツクラブ
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◇
永
年
勤
続
　
▽
三
十
五
年
＝
石
松
芳

城
　
二
十
五
年
＝
柴
田
康
則
　
二
十

年
＝
三
島
紀
夫
　
十
年
＝
大
場
　
泉

木
下
輝
男
、
永
田
弘
幸
、
信
行
宏
哉

三
原
美
智
男
、
林
　
長
輝
、
松
井

稔
◇
優
良
団
員
　
桑
原
極
雄
、
岩
崎
公
彦

池
田
光
一
、
木
村
隆
冶

●
県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

◇
分
団
　
第
二
分
団

◇
個
人
　
高
崎
日
新

●
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

入
江
克
己
、
萩
尾
修
身

●
町
長
感
謝
状
（
二
十
年
以
上
在
団
者
）

▽
元
団
長
　
吉
野
克
慧

▽
元
第
二
分
団
長
　
松
井
政
人

●
消
防
団
長
表
彰

石
松
福
∵
舛
添
孝
二
、
泰
　
浩
司

佐
藤
秀
雄
、
遠
藤
二
男
、
水
上
憲
明

肌
　
●
福
岡
県
消
肪
協
会
長
表
彰

晴
れ
の
受
貸
者
〔
町
内
関
係
分
・
敬
称
略
〕

●
日
本
消
防
協
会
表
彰

◇
功
績
専
　
有
松
男
城

◇
精
韻
事
　
高
崎
日
新

◇
竿
頭
綬
　
遠
賀
町
消
防
団

●
福
岡
県
知
事
表
彰

◇
感
謝
状
　
三
島
紀
夫
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中実包民営

展示ロビーだより

●日赤作品

窟墨会・革具

●願示南面

2月割田（土）まで

野焼き週間
のお知らせ

2月24日（土）－3月10日（日）

良質米星産の一環として病害虫

の発生源及び野ねずみの巣となっ

ている原野、河川、堤防等の野焼

きを上記の期間中、生産組合単位

で行います。野幌さを行っている

場所には危険ですから近づかない

ください。

運釦町産業課

寂翁　零零嘲㊨

救急遠賀町　　　　致傷

部　内　　　172伴

火災遠賀町　　　　2伴

部　内　　　　5僻

あ
な
た
の
ぬ
く
も
り
を

分
け
て
く
だ
さ
い

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
2
0
日
　
（
火
）
午
前
1
0
時

－
午
後
4
時
（
正
午
か
ら
午
後
1
時

ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
二
百
諏
・
四
百
諏

●
そ
の
他
　
今
回
は
成
分
献
血
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
回
　
（
1
0
月
2
0
日
）
　
に
実

施
し
た
献
血
に
は
、
百
七
人
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
が
あ
り
ま
す

鬼
さ
ん
来
た
よ
…
お
面
を
つ

く
っ
て
あ
そ
ほ
う
！

●
と
き
　
2
月
2
7
日
　
（
火
）
　
午
前
1
0
時

－
日
時
0
0
分
　
（
受
付
1
－
午
前
9
時
0
0

分
～
1
0
時
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
就
学
前
の
乳

幼
児

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
言

語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
　
（
予

約
制
）
、
育
児
交
流
、
栄
糞
士
に
よ

る
栄
饗
相
談
と
お
や
つ
紹
介

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
紙
ぶ
く
ろ
、

ホ
ッ
チ
キ
ス
、
ハ
サ
ミ
、
ガ
ム
テ
ー

プ
、
ク
レ
ヨ
ン
、
ノ
リ
、
タ
オ
ル
、

水
筒

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

平
成
1
年
度
「
福
祉
ケ

ア
講
習
会
」
及
び
「
福

祉
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
講
習

会
さ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

福
岡
県
福
祉
人
相
セ
ン
タ
ー
で
は
、

麻
生
医
療
椙
祉
専
門
学
校
の
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
・
身
体
陣
害
者
等
の
生
活

指
導
業
務
、
ま
た
は
介
護
業
務
に
関
心

が
あ
り
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
諸
習
会
を
行
い

ます。

●
と
き
　
3
月
1
8
日
・
1
9
日
の
二
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
0
0
分

▽
「
福
祉
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
講
習
会
」

●
と
き
　
3
月
2
5
日
・
2
6
日
の
二
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
5
0
分

※
講
習
会
は
二
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

ち
ら
か
を
希
望
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
場
　
麻
生
睦
接
福
祉
帝
間
学
校

（
飯
塚
市
芳
雄
町
ニ
ー
八
三
）

●
参
加
費
　
無
料
（
交
通
謡
は
参
加
者

負
担
、
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

●
募
集
人
員
　
5
0
人
　
（
た
だ
し
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）

●
締
め
切
り
目
　
3
月
8
日

●
申
込
み
先
　
筑
豊
地
区
福
祉
人
材
パ

ン

ク

℡

0

9

4

8

（

2

3

）

2

2

1

0

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
4
3
0

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
の
職
責

を
募
集
し
ま
す

●
採
用
予
定
　
技
能
職
　
二
人

●
職
務
内
容
　
し
尿
処
理
施
設
ま
た
は

ご
み
処
理
施
設
の
機
器
の
操
作

●
受
験
資
格
　
昭
利
4
5
年
4
月
2
日
か

ら
昭
利
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
駕
ま

れ
だ
人
で
、
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条

に
該
当
し
な
い
人

●
試
験
日
　
3
月
川
口
　
（
日
）
午
前
1
0

時－
●
試
験
会
場
　
遼
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
適
正
試
験

●
受
付
期
間
　
2
月
1
3
日
　
（
火
）
－
2

月
2
9
日
　
（
木
）

●
採
用
　
平
成
8
年
4
月
1
日
以
降
、

最
終
合
格
者
を
必
要
に
応
じ
て
採
用

し
ま
す
。

●
給
与
　
高
校
卒
で
十
四
万
五
千
円
程

度
　
（
年
齢
、
学
歴
、
職
歴
に
よ
り
加

算
さ
れ
ま
す
。
）

●
受
験
手
続
　
中
込
用
紙
　
（
総
務
課
庶

務
係
で
交
付
）
　
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ

さい。

●
問
い
合
わ
せ
　
違
質
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
　
総
務
課
庶
務
係

（
通
貨
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
六
〇

三
－
．
）
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
3
5
8
1

中
毒
一
一
〇
番

毒
グ
モ
・
毒
へ
ピ
・
毒
キ
ノ
コ
や
、

タ
バ
コ
・
乾
電
池
・
家
庭
用
晶
等
の
誤

飲
に
よ
っ
て
急
伸
中
毒
事
故
が
起
き
た

場
合
は
、
下
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

o
中
毒
一
一
〇
番

（
厚
生
省
認
可
財
団
法
人
）
　
日
本
中
義

博
報
セ
ン
タ
ー

℡
0
9
9
0
　
（
5
0
）
　
2
4
9
9
　
（
ダ

イ
ヤ
ル
Q
2
　
2
4
時
間
対
応
）

℡
0
2
9
8
　
（
5
2
）
　
9
9
9
9
　
（
1
2

3
1
～
1
　
3
は
除
く
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時



よこ　あ∴（1人　と

横尾佳人ちゃん（松ノ本）

平成7年1月19日生まれ

ママからのメッセージ

よく遊び、よく泣き・・・
とっても元気な倭人くん。
これからも値入くんら

しく成長していってくだ

さい。

あら　を∴∴み∴ゆ

荒木美優ちゃん（遠賀川）
平成7年2月5日生まれ

ママからのメッセージ

美優ちゃん、初めての
お誕生日おめでとう。未
熟児で産まれて心配した
けど、こんなに元気に育っ
てくれました。どうか、

思いやりのある、優しい
子になってね。

‾ヽ

平
成
8
年
度
遠
賀
町
施

設
の
新
規
定
期
利
用
団

体
を
募
集

●
利
用
期
間
　
平
成
8
年
4
月
1
日
～

平
成
9
年
3
月
3
1
日

●
対
象
施
設
　
学
校
体
育
館
・
武
道

場
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・
町
民

体
育
館
・
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド

・

遠

賀

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

セ

ン

●
対
象
団
体
　
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
目
的
と
し
て
、
定
期

的
　
（
二
週
に
一
回
以
上
）
　
に
施
設
を

使
用
す
る
町
内
在
住
、
在
勤
者
で
構

成
さ
れ
た
お
お
む
ね
十
人
以
上
の
団

体
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
2
月
2
0

日
（
火
）
ま
で
に
「
利
用
申
請
書
」

を
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
（
役
場

内
）
　
に
提
出
。
申
請
書
は
同
僚
に
あ

り
ま
す
。
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

基
地
周
辺
の
皆
さ
ん
か
ら
自
衛
隊
、

芦
屋
基
地
に
対
す
る
意
見
や
提
言
な
ど

を
お
聞
き
す
る
た
め
、
基
地
モ
ニ
タ
ー

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

●
資
格
　
2
0
歳
以
上
の
人
　
（
各
議
会
の

議
員
及
び
常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）

●
期
間
　
4
月
か
ら
一
年
間

●
謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
香
費
用
と
し

て
千
五
百
円
、
謝
礼
と
し
て
三
千
円

●
申
し
込
み
　
3
月
8
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
ハ
カ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
当
日
消
印
有
効
）
　
な
お
応

募
ハ
カ
キ
は
役
場
の
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。
基
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
別
途
連
絡
い
た
し
ま

す。
※
詳
し
く
は
、
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

渉
外
室
　
℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
普
及
審

判
員
認
定
講
習
会
が
あ

り
ま
す

「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
が
、
平
成
元
年

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
の
正
式
種
目
と
な
り
ま
し
た
。
正
し

い
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
の
普
及
を
計
り
、

親
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
も
役
立

つ
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
よ
り

幅
広
く
普
及
・
発
展
さ
せ
て
い
く
指
導

者
を
慈
成
し
て
い
ま
す
。
町
の
大
会
で

も
各
参
加
チ
ー
ム
は
審
判
員
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
講
　
（
受
験
）
　
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
2
月
2
5
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
　
（
受
験
者

は
午
後
6
時
0
0
分
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
聞
千
円
　
（
受
験
す
る
人
は

他
に
二
千
五
百
円
が
必
要
で
す
。
）

●
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
（
申
込
書
は
体
育

セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
）

●
申
込
先
　
体
育
セ
ン
タ
ー
内
町
体
育

協
会

●
締
切
　
2
月
1
5
日
　
（
木
）

●
携
行
品
　
筆
記
用
具
、
運
動
で
き
る

服
装
、
運
動
靴
、
健
康
保
険
証
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
本

技
術
講
習
会
が
あ
り
ま
す

就
業
希
望
の
女
性
が
対
轟

福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
で
は
、
就
業
希
望
の
女
性
　
（
新

卒
者
は
除
く
）
　
を
対
象
に
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
科
目
　
経
理
　
（
初
級
）
・
パ
ソ
コ
ン

●
定
員
　
三
十
人

●
諸
習
期
間
　
4
月
2
日
か
ら
6
月
1
8

日
ま
で
の
述
べ
2
1
日
間
　
（
主
に
火
・

金
曜
日
）

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
－
午
後
4
時

一
日
五
時
間

●
受
講
料
　
無
料
　
（
た
だ
し
教
材
欝
は

受
講
者
負
担
）

●
講
習
会
場
　
北
九
州
市
立
東
部
勤
労

婦
人
セ
ン
タ
ー
（
レ
デ
ィ
ス
も
じ
）

（
北
九
州
市
門
司
区
下
馬
寄
六
1
人
）

●
申
込
方
法
　
3
月
4
日
・
5
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
時

に
面
接
日
時
を
指
定
し
、
面
接
後
に

選
考
し
ま
す
。

●
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
℡
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今
ま
で
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
改
善
の
方
向
に
は
進
ま
な
い
よ

う
で
す
。

苦
情
の
大
半
は
火
に
関
し
て
で
す

が
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
は
必
「
ず
つ
な
い
で

越
闘
い
ま
し
ょ
う

●
自
宅
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
は
な
し

飼
い
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（
散

歩
中
も
必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ

う。）
●
飼
い
犬
が
人
を
か
む
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
日
輪
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
、
必

ず
役
場
保
健
衛
生
係
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
、
放
し
飼
い
を
し
て
い
た
り
、

人
を
か
ん
で
も
届
出
を
出
さ
な
か
っ

た
椙
合
は
、
条
例
に
よ
る
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

●
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
持
っ
て
帰
り

ま
し
ょ
う
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
必
ず
受
け

ま
し
ょ
、
つ
。

●
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
犬

を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

飼
っ
て
い
る
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
り
不
用
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は

役
塙
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
を
し
（
六
講
）

底
井
野
姥
さ
ん
（
虫
生
津
）

こ
の
お
話
は
、
底
井
野
の
上
、
中
、

下
　
（
浅
木
）
　
と
出
生
津
、
そ
れ
に
木
守

の
五
つ
の
里
が
ま
だ
一
緒
だ
っ
た
頃
の

こ
と
で
す
。

田
や
畑
を
開
こ
う
と
思
え
ば
ど
こ
ま

で
も
開
く
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
、
ひ
ろ

い
ひ
ろ
い
段
の
原
っ
ぱ
が
広
が
っ
て
お

り
ま
し
た
。

こ
の
村
に
と
て
も
頭
の
よ
い
元
気
も

の
の
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
お
り
ま
し

た
。
お
じ
い
さ
ん
は
何
年
か
前
に
死
ん

で
し
ま
い
、
の
こ
さ
れ
た
お
ば
あ
さ
ん

が
た
っ
た
一
人
で
大
勢
の
人
た
ち
を

雇
っ
て
田
や
畑
で
や
さ
い
や
お
米
な
ど

を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
。
人
々
の
中
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、
お
ば
あ

さ
ん
が
思
っ
て
い
る
よ
う
に
は
な
か
な

か
働
い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
お
ば
あ
さ
ん
は
知
恵
を
し
ぼ

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
田
を
耕
す
と
き
、
要
領
の
良

い
人
は
土
が
や
わ
ら
か
く
て
、
近
い
と

こ
ろ
ば
か
り
を
耕
し
ま
す
。
お
ば
あ
さ

ん
は
．
番
遠
い
と
こ
ろ
に
酒
樽
を
ド
ン

と
す
え
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
耕
し
て
い

く
と
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
み
ん
な
は
喜
ん
で
耕
し
て
い
き
ま

した。ま
た
、
刈
っ
た
草
を
束
ね
て
荷
物
に

し
て
、
お
う
こ
　
（
竹
の
両
は
し
を
す
る

ど
く
と
が
ら
し
た
樺
）
　
と
呼
ば
れ
る
棒

で
か
つ
い
で
帰
る
の
で
す
が
、
要
領
の

よ
い
人
は
、
ほ
ん
と
う
は
前
と
後
ろ
に

二
つ
の
束
を
掛
け
る
と
こ
ろ
を
、
一
つ

ず
つ
し
か
、
か
つ
い
で
帰
っ
て
ま
い
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
一
向
に
能
率
は
あ

が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
知
恵
を
し

ぼ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
家
の
前
に
溝
を
掘
り
、
細
い

板
を
渡
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
と
、
お

う
こ
の
両
端
に
一
束
ず
つ
下
げ
な
い

と
、
細
い
板
の
上
を
な
か
な
か
渡
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
刈
草
の
荷
は
こ
う

し
て
倍
運
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ん
な
知
恵
も
あ
り
ま
し

た。
夕
方
お
腹
を
す
か
し
て
帰
っ
て
く
る

人
た
ち
の
た
め
に
、
砕
米
で
作
っ
た
シ

ト
キ
モ
チ
　
（
萩
の
つ
い
た
ま
ま
の
米
を

ひ
い
て
団
子
に
し
た
も
の
）
　
と
い
う
餅

を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
餅
を
自
分
の

使
っ
た
鍬
で
そ
い
て
食
べ
る
よ
う
に
い

い
ま
し
た
。
帰
り
に
鍬
を
よ
く
洗
わ
な

い
人
は
そ
の
餅
に
あ
り
つ
け
ま
せ
ん
。

あ
く
る
日
か
ら
は
皆
、
鍬
を
き
れ
い
に

洗
っ
て
か
ら
、
喜
ん
で
お
餅
を
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
ば
あ
さ
ん
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
い
ふ
ら
し

で
ま
わ
り
ま
し
た
。

「
も
、
つ
こ
の
世
が
い
や
に
な
っ
て
し
も

う
た
。
わ
た
し
ゃ
大
に
登
り
ま
す
ば

そ
し
て
ひ
ろ
い
ひ
ろ
い
裳
の
原
っ
ぱ
の

ま
ん
中
に
、
高
い
や
ぐ
ち
を
組
み
ま
し

た
。
そ
の
日
は
ど
ん
よ
り
と
埋
っ
た
H

で
し
た
が
、
お
ば
あ
さ
ん
の
天
罵
り
を

ひ
と
め
見
よ
う
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
大
猟
の
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ

て
来
ま
し
た
。
い
ま
か
い
ま
か
と
待
っ

て
い
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
　
「
き
ょ
う

は
天
気
が
悪
い
の
で
、
天
登
り
は
出
来

ま
っ
せ
ん
は
い
。
」
と
い
っ
て
や
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
あ
る

日
、
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
、
と
う
と

う
そ
の
あ
た
り
の
故
の
原
っ
ぱ
は
見
物

の
人
々
が
踏
み
固
め
て
し
ま
い
、
立
派

な
田
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
、
あ
ん
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
は
そ
の
後

も
農
業
に
桶
を
出
し
、
女
頓
師
と
ま
で

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
出
生
津
の
地
で
そ
の
一
生
を
終
え
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
の
お
墓
は
虫
生
津
の
工

業
団
地
を
造
る
と
き
に
こ
わ
さ
れ
て
し

ま
っ
て
、
い
ま
で
は
残
念
な
こ
と
に
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
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「
口
に
税
は
か
か
ら
ぬ
」
「
口
に
年
貢

は
い
ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
は
、
気

ま
ま
な
放
言
を
す
る
と
き
に
、
よ
く
使

わ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
お

し
ゃ
べ
り
に
、
税
金
を
か
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
す
。

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
確
定
申

告
期
間
は
「
税
」
と
い
う
文
字
を
目
に

す
る
こ
と
の
多
い
時
期
。
も
と
も
と
は

稲
を
憲
味
す
る
「
禾
」
と
、
抜
き
出
す

恵
の
　
「
免
」
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
た

漢
字
で
し
た
。

当
時
の
税
は
、
田
畑
を
耕
作
す
る
農

民
が
、
年
間
の
収
穫
物
を
〓
疋
の
比
率

で
抜
き
出
し
て
納
め
た
も
の
で
、
「
年

貢
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
は
、
室
町
時

代
以
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
年
貢
い
ち
ず
の
瞳
豆
」
は
、
田
と

田
の
境
界
に
ま
い
た
大
豆
に
は
年
貢
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
た
だ
で
手
に
入
る

も
の
の
た
と
え
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
「
年

貢
の
納
め
時
」
は
、
年
貢
の
滞
納
を
清

算
す
る
と
き
の
こ
と
。
重
ね
て
き
た
悪

事
を
償
う
べ
き
と
き
の
意
か
ら
転
じ

て
、
物
事
に
見
切
り
を
つ
け
て
覚
悟
を

決
め
る
べ
き
と
き
と
い
う
意
味
に
も
用

い
ら
れ
ま
す
。

「
口
に
年
貢
は
い
ら
ぬ
」
と
失
言
し

て
ば
か
り
い
る
と
、
「
年
貢
の
納
め
時
」

が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


